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現
在
、
３
市
の
消
防
本
部
で
は
、
年
間
で
約

２
万
９
０
０
０
件
の
１
１
９
番
通
報
を
受
け

付
け
て
お
り
、そ
の
内
容
は
、複
雑
多
様
化
し
、

件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
も
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
や
救
急
の
需
要
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
将
来
に

わ
た
り
消
防
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
令
和
３
年
度
に
本
市
と
萩
市
、
防
府

市
の
３
市
の
枠
組
み
に
よ
り
、
消
防
通
信
指
令

業
務
の
共
同
運
用
に
向
け
た
基
本
事
項
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
こ
の
た
び
の
運
用
開
始

に
至
り
ま
し
た
。

　
山
口
県
央
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
山
口
市

役
所
本
庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）
5
階
に
整
備

し
、
山
口
市
消
防
本
部
、
萩
市
消
防
本
部
（
阿

武
町
含
む
）、
防
府
市
消
防
本
部
の
エ
リ
ア
を

合
わ
せ
た
、
県
内
最
大
規
模
と
な
る
人
口
約

34
万
人
、
面
積
約
２
０
０
０
平
方
㎞
を
管
轄
し

ま
す
。

管
轄
エ
リ
ア
の
１
１
９
番
通
報
は
全
て
、
指

令
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
き
た
通
報
者
の

位
置
を
自
動
的
に
探
知
す
る
装
置
や
出
動
す

る
車
両
を
自
動
的
に
選
別
す
る
装
置
に
加
え
、

最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災
害
現
場
に
い

ち
早
く
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
願
い

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
に
は
高
齢
化
の

進
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
緊
急
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る

要
請
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
大
切
な
資
源
で
す
。

ど
う
か
「
適
正
利
用
」
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
救
急
車
の
要
請
を
控
え
る

こ
と
が
適
正
利
用
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
突
然
倒
れ
て
意
識
が
な
い
」

「
呼
吸
が
苦
し
い
」
な
ど
、
早
急
な
搬

送
が
必
要
な
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

１
１
９
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
本

当
に
必
要
と
さ
れ
る
方
に
救
急
車
を
届

け
る
た
め
、
通
報
時
に
は
緊
急
度
を
判

定
す
る
た
め
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
救
え
る
命
を
救
い
た
い
」

と
い
う
思
い
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市民生活の安全を守る取り組み
山口県央消防指令センター運用開始Live119

山
口
県
央
地
域
の

消
防
・
救
急
の
指
令
塔

　本年11月１日から、山口県央消防指令センターにおいて山口市、萩市、防府市
の３市による消防通信指令業務の共同運用を開始します。
今回の特集では、消防、救急等の市民生活の安全を守る取り組みについて

ご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　問問 消防本部通信指令課☎ 083-932-2603

3 市が力を合わせて実現する新しい防災体制
共同運用により、情報の一元化や最新のシステム導入等を行うことでより高度な防災体制を効
率的に構築し、市民生活の安全を守ります。

行政サービスの効率化
●３市共同でシステムの構築や維持管理をするこ
とにより、単独で整備する場合と比較し、コスト
を抑えた、効率的な運用ができます。

Live119

参照 )、より高い精度で場所の特定ができる最新
の検索システムなどを導入することで、現場の状
況把握のスピードと正確性を高め、通報者への助
言をより効果的に行えるようになります。

●119 番通報の方法はこれまでと同じで、全く変
わりません。火事やけが、病気で倒れている人を
見つけたら、落ち着いて 119 番通報をお願いし
ます。

消防本部通信指令課
土井　直樹　主幹

消
防
の
連
携
・
協
力
に
よ
る

災
害
対
応
力
の
強
化

スマートフォン等のカメラで撮影した災害現場の映像
を指令センターと共有することができる通報システム
です。指令センターは映像を確認することで、通報者
への的確な助言や、効果的な出動指令等につなげます。
Live119の使用にあたっては、指令センターから通報
者に手順等を説明し、ＳＭＳ（ショートメッセージサー
ビス）で撮影用のＵＲＬを送信します。

●３市の消防本部の人員を指令センターに集約する
ことにより、専任の職員が24時間体制で指令管制
業務を行えるようになります。

組織体制の強化

映像でつながってリアルタイム通報！
アプリ不要！
簡単操作！

災害対応力の向上
●災害情報や出動状況の
一元管理により、火災や
救急等が頻発した場合
や、豪雨災害などの広域
的な自然災害に対し、市
域を越えて相互に応援出
動することで迅速な対応が可能になります。

●指令センターが山口市役所本庁舎（山口総合支
所）内にあることで、大規模災害等の発生時には、
同じ庁舎内にある災害対策関連部署と緊密に連携
し、迅速な初期活動や応急対策が可能になります。

●音声による通報内容を会話形式で視覚化するこ
とができる「音声認識シ
ステム」（左の写真）や
通報者のスマートフォン
を介して傷病者や現場の
状況を確認することがで
きる「Live119」( 下 記

市報やまぐち　2025年（令和7年）11月 1日号市報やまぐち　2025年（令和7年）11月 1日号




